
1.住民による地域福祉活動の支援

（１）地区社会福祉協議会活動の支援

　地区社会福祉協議会の運営および活動の推進のために助成金を交付した。

　　①地区社協活動運営費（市社協補助金、一部区社協財源を活用）

　地区担当制により、職員が運営支援や研修・事業実施の支援を行った。

　　　　　　・平成２９年度「地区社会福祉協議会検討会」メンバー選出について

　　　　　　・世帯賛助会費について

　　　　　　・あったかほどがや助成金の次年度改正に関する説明会について

　　　　　　・社会福祉法人等の地域における公益的な取組等の実施に関する調査について

　　　　　　・地区社協役員研修「地域で見守りシンポジウム」について

　　　　　　・「地区社協のてびき」改訂版について（グループワーク）

平成29年度　保土ケ谷区社会福祉協議会　事業報告書

　　内　容：・平成29年度地区社協助成金の申請について

　　②地区社協助成金

　　　230,000円×22地区（計5,060,000円）

　　　　　　・ボランティア入門講座「はじめの一歩」（プレ体験）

　　内　容：・あったかほどがや助成金の30年度改正について

地区社協運営・事業支援

　　　　　　・平成29年度「地区社会福祉協議会検討会」メンバー選出について

　　　　　　・各地区の取組状況について（情報共有）

　　　　　　・地区社協主催の各種研修への企画協力について

地区社会福祉協議会活動への助成

　　　50,000円×22地区（計1,100,000円）

　①実施日：5月19日（金）　　出席者：32名

　　　　　　・ほっとなまちづくりについて

　　　　　　・支えあいマップづくり勉強会について

　　内　容：・ほっとなまちづくりフォーラム～第35回保土ケ谷区社会福祉大会～について

　　　　　　・区社協社会福祉功績者表彰候補者の推薦について

　　　　　　・ほっとなまちづくりについて

地区社会福祉協議会分科会（会長・事務局長合同会議）

　　　　　　・平成29年度保土ケ谷区社協事業計画について

　　　　　　・「支えあい活動立ち上げのい・ろ・は」（小冊子）について

　　　　　　・福祉教育ニュースについて

　　　　　　・地域における見守りについて（取組事例報告）

　　　　　　・平成29年度「地区社会福祉協議会検討会」11/20報告について

　③実施日：11月30日（木）　　　出席者：32名

　②実施日：9月29日（金）　　　出席者：34名
9/29 ボランティア入門講座
「はじめの一歩」プレ体験の様子
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（事例紹介・高齢者疑似体験の実施）

地区社協役員研修（区域）

　実施日：1月30日（火）　　　　　出席者：28名

　研修名：「地域で見守りシンポジウム」　　

　講　師：社会福祉法人大樹　理事長　山本　一郎氏　

（２）小地域支援活動

　①地区社協助成金（再掲）

　②地区社協活動への参画

　　定例会、総会および各種会議、事業等に参加し、現状把握と活動支援を行った。

　③地区別計画の策定支援

　　区役所、地域ケアプラザと地区支援チームを構成。情報を共有し地区支援を行った。

　④区全域計画の推進

　　区役所との共同事務局として、計画の推進に参画した。

　・ほっとなまちづくり推進会議（年2回）

　・地区支援チームリーダー会議（年3回）

　・地区支援チーム研修（年1回）

生活支援体制整備事業の推進

　①横浜型地域包括ケアシステム構築に向けた保土ケ谷区行動指針の策定

　・区が主催する策定会議への参加（５回）

　・区が主催するプロジェクト会議への参加（11回）

　・生活支援体制整備に関する目標設定等、区との打合せ（22回）

　②２層生活支援コーディネーター支援

　・コーディネーター連絡会の開催　毎月1回（別掲）

　・個別相談対応等　随時

　・２層協議体への出席

　③地域住民による支えあいの仕組みづくりへの支援

　・サロン活動、生活支援ボランティア活動の立ち上げに向けた検討項目を整理した

　　小冊子『支えあい活動立ち上げのい・ろ・は』の発行、配布

　④区域の各種会議への出席

　・包括全体会

　・認知症担当者部会

　・多職種連携全体会議

　・区域包括ケア会議

                   ・平成30年度地区社協への助成金について

                   ・地区社協状況書の段階的な改訂について

第3期保土ケ谷区地域福祉保健計画の推進　

                   ・ほっとなまちづくりについて

                   ・学校における福祉教育について

                   ・平成29年度「地区社会福祉協議会検討会」報告

　④実施日：3月23日（金）　　　出席者：36名

 　  内　容： ・横浜型地域包括ケアシステムの構築に向けた保土ケ谷区行動指針

　　230,000円×22地区（計5,060,000円）

地域で見守りシンポジウムの様子
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　①地域ケアプラザ地域活動交流コーディネーター連絡会（計12回）

　　情報交換、地域交流研究部会の連絡調整、各ケアプラザの地域交流事業の報告等

　　　 　1月10日（水）   2月  6日（火）   ３月  6日（火）

   ②地域交流コーディネータースキルアップ研修

 放課後デイサービスの説明　基幹相談センターゆめ

 放課後デイサービスの見学　ゆめっこくらぶ・ゆめキッズほどがや

 実施日：１月１０日（水）

   ③地域ケアプラザ生活支援コーディネーター連絡会（計12回）

 事業推進に必要な知識・情報の共有、具体的な取組手法等の検討。及び市域、区域、

 地区域の取組状況の報告等

　　　  10月16日（月） 11月10日（金） 12月  7日（木）

　　　　１月12日（金）   ２月13日（火）  ３月16日（金）

　④包括支援センターとの連携

　　・包括ミーティングへの出席

　　・個別ケース地域ケア会議、包括エリア地域ケア会議への出席

　　参加者：各地域ケアプラザ生活支援コーディネーター、区職員、区社協職員等

地域ケアプラザとの連携

　　　　　　７月12日（水）  ８月  9日（水）  ９月13日（水）

　地域ケアプラザと連携し、小地域支援を行った。

　　実施日：４月  7日（金）  ５月12日（金）  ６月  9日（金）

　　 　      10月11日（水） 11月  8日（水） 12月13日（水）

　　場　所：区福祉保健活動拠点

　　参加者：各地域ケアプラザ地域活動交流コーディネーター、区職員、区社協職員等

　　　　　　７月11日（火）  ８月  4日（金）  ９月  7日（木）

　　場　所：区福祉保健活動拠点ほか

　　実施日：４月12日（水）  ５月10日（水）  ６月14日（水）
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（３）財源の確保・財政基盤の強化

　 配分審査会実施日：6月8日（木）

場   所：区福祉保健活動拠点

出席者：委員５名、事務局４名　　計9名

助成決定内容　　※詳細別掲（P27：別表3）
　　 　 　

団体数

① 7件

② 4件

③ 21件

④ 45件

⑤ 2件

⑥ 0件

⑦ 5件

⑧ 0件

① 1件

② 2件

③ 2件

④ 0件

⑤ 8件

① 52件

② 8件

① 5件

② 0件

③ 1件

④ 0件

3件

166件

Ａ 市民参加による地域福祉推進事業

Ｂ 障がい当事者活動

Ｃ 福祉のまちづくり活動

D 市民参加による要援護者支援事業

合計

230,000

100,000

11,152,000

120,000

金額
　

230,000

区分

698,000

2,195,000

200,000

0

　社協善意銀行、世帯賛助会費を財源にあったかほどがや助成金事業を実施した。

あったかほどがや助成金

　基金）、横浜市社協善意銀行、共同募金配分金、年末たすけあい募金配分金、保土ケ谷区

　地域福祉の推進を図るため、市社協基金果実（よこはまあいあい基金、障害者年記念

0

100,000

0

E  新規事業立ち上げ資金 150,000

0

400,000

2,578,000

900,000

240,000

1,199,000

1,812,000

0
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（４）ボランティアセンターの運営

【ボランティア登録者】

グループ：団体79、新規登録：団体26

個　　人：1,706名、新規登録：80名

【ボランティア依頼・対応】（対応率：75.2％、平成28年度：76.9％）

依頼件数 対応件数 調整中 調整つかず 取り下げ 対応人数 調整数

単発 9 8 1 25 58

継続 3 3 4 16

単発 45 38 1 6 87 257

継続 68 49 9 1 9 62 254

単発 54 41 1 5 7 157 232

継続 60 41 14 3 2 138 243

単発

継続

単発 1 1 7 12

継続

単発 4 4 4 10

継続 2 1 1 7

単発 113 92 1 6 14 280 569

継続 133 93 24 4 12 204 520

合計 246 185 25 10 26 484 1,089

   ボランティアに関する相談・コーディネート業務の充実を図るため、ボランティアコーデ

   ィネーターを非常勤職員として雇用し対応した。

高齢者

外国人

ボランティアコーディネーター：2名

配置時間：月曜～土曜（9：00～17：00）

ボランティア相談の実施

    ボランティアをしたい人・してほしい人の相談を受け、ボランティアの登録およびボラン

障がい

ボランティアコーディネーターの設置

限定せず

その他

合　計

    ティアの紹介を行った。

分　類

児　童
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    連携の充実を図ることを目的とし、研修及び訓練等を行った。（区役所と共同事務局）

〈総会〉

場　所：区福祉保健活動拠点

〈運営委員会〉　計13回

地域が開催する防災講習会に赴き、区災害ボランティアネットワークの活動をPRする 

とともに防災・減災活動の啓発を実施。　　       計10回 延べ251名参加

〈地域防災拠点防災訓練への参加〉

（１）旧くぬぎ台小学校地域防災拠点訓練

　　　実施日：10月1日（日）

　 　　　参加者：約600名

　　　内　容：ボランティア受付、防災運動会

（２）保土ケ谷中学校地域防災拠点訓練

　　　実施日：9月30日（土）

　　　参加者：約500名

　

〈ほどがや区民まつりへの参加〉

　　　内　容：よろず相談コーナー、防災クイズ、帷子川洪水資料のパネル展示など

〈研修会> 

　（１）聴覚障がい児とその家族との防災ウォーク

　　　　実施日：11月26日（日）

　　　　内　容：ときわ虹の会（聴覚障がい者と家族の会）を中心に、特別支援学校に

　　　　　　　　通う中・高校生と共に、横浜駅からろう特別支援学校までのウォーキ

　　　　参　加：26名

　  　　　　　　　　　（２）「帰宅困難シミュレーション防災ウォーク」

　　　　実施日：3月11日（日）

　　　　内　容：区民を対象に、かながわ県民センターから環状１号沿いを進み、

　　　　　　　　星川中央公園までウォーキング。

　　　　　　　　地域の防災意識を深めた。

         参　加：32名

〈ホームページの運営〉

ボランティアネットワーク活動の広報や地域の防災活動の紹介等を掲載

毎月17日更新（http://www.geocities.jp/saibora_net/saibora/index.html)

　　　　　　　　災害時に使えるトイレや避難場所などの確認を行いながら歩くことで、

　　　場　所：保土ケ谷公園

　　　　　　　　災害時に使えるトイレや避難場所などの確認を行いながら歩くことで、

〈防災・減災に関連する講座の実施〉

　　　内　容：ささえあいバンダナの啓発、車いす体験

　　　実施日：10月14日（土）

内　容：平成28年度活動報告及び収支決算報告について

実施日：5月14日（日）

参　加：21名（団体会員・個人会員・地域防災拠点関係者等）

　　　　　　　　地域の防災意識を深めた。

　　　　　　　　ングを実施。

　　　　　1月24日（水）　2月20日（火）　 3月27日（火）

　　　　会計監査報告

　　　　　8月24日（木） 10月  3日（火）  11月  2日（木） 12月  6日（水）

保土ケ谷区災害ボランティアネットワーク

    災害に備えてボランティア団体及び地域防災拠点などが、平常時から交流をすることで

　　　　平成29年度活動計画（案）及び収支予算（案）について

実施日：　4月13日（木）　5月  1日（月） 　5月14日（日）　6月20日（火） 

区民まつりの様子
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2.福祉の担い手の発掘・育成

（１）ボランティア講座等の開催

　<施設体験・地域活動コース>

　 （協力施設）　川島保育園、桜ケ丘保育園、昴保育園、ダイアナ保育園

　　　 上星川配食会、保土ケ谷子育て支援団体チャット、わんぱく隊

　　　　　　　 親子のフリースペース「ピア」

（施設コース４か所、地域コース４か所　合計８か所）

　　　　　　おてつだいサンタ（共同募金・フードドライブの受付、

　　　　　　おそうじ参加者：43名　　おてつだい参加者：30名

 講師　大尾美登里氏（NPO法人ほどがやカルガモの会）

　<手話体験コース>　

　　　実施日：7月26日（水）

　　　参加者：8名

第１回　ほどがやサンタプロジェクト

　　内　容：ボランティア活動のポイント、注意事項、保険や擬似体験など

　　　内　容：視覚障がいについて、点訳体験

　　　参加者：5名

　ボランティア活動に関する基礎知識やカードを使ったボランティア疑似

　体験を通じて円滑なボランティア活動につなげることを目的に実施した。

ボランティア入門講座「はじめの一歩」

　　実施回数：年２回

夏休み福祉体験学習「夏休みちょっとだけボランティア2017」

　区内小学生・中学生・市内高校生を対象に、ボランティア活動のきっかけとして、区内

　　　オリエンテーション：7月25日（火）

　　　活動日：7月27日（木）～8月18日（金）（うち2～3日間）

　　　まとめ：8月21日（月）

　福祉施設や地域のボランティアグループでの体験学習等を行った。

　地域で活動できる支援者の育成を図った。

　　内　容：おそうじサンタ　（清掃）　

　　　　　　　　　　　　　　　障がい者週間キャンペーンのティッシュ配布）

　　　参加者：４名

　<点訳体験コース>

      共　催：ほどがや市民活動センター（アワーズ）

　　　実施日：8月  3日（木）

　　　内　容：聴覚障がいについて、手話体験

　　参加者：18名

　「サンタ姿で街に笑顔を」を合言葉に、誰もが参加できる社会貢献を実施した。

まとめ講座の様子

手話体験コースの様子
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　　実施日：1月１７日（水）～１月３１日（水）

　　場　所：区福祉保健活動拠点　　　参加者：１６名

　　講　師：保土ケ谷区聴覚障害者協会

（２）地域活動への参加を呼びかけ、また促すための情報発信

   編集委員会を開催して、本会の事業紹介、地域福祉に関わる特集テーマを通じて広報啓発

   を目的とし、広報紙の発行を行った。年２回発行。

　（１）第４２号　9月発行　部数89,000部　全戸配布

  特集記事　笑顔の基本は「は　ハ　歯」

　　　を取材し、活動を通してうまれた人と人のつながりが地域のつながりへ、それが地域福祉へと  口腔ケアの重要性を紹介し、専門家の意見も交え情報発信を行った。

「夏休みちょっとだけボランティア」の報告などの記事を掲載した。

　（２）第４３号　3月発行　部数48,400部　新聞折込

  地域情報誌「タウンニュース」に掲載。

  みんなの食堂やフードドライブの紹介、ほどがやサンタプロジェクトの報告、

  赤い羽根共同募金や善意銀行の報告、ボランティア募集情報などを掲載した。

年２回（８月・２月） 部数：550部×２回

　手話で会話ができるボランティアを養成し、聴覚障がい者福祉に関する広報啓発及び

　ボランティア活動の推進を図った。

手話ボランティア入門講座

　情報提供を行った。

　　協　力：手話サークル　ほしの会　さくらの会　もみじ会

広報紙「社協ほどがや」の発行

「ボラセンだより」の発行

　ボランティア登録者、ボランティアセンター来館者およびボランティア依頼者に対し

  その他、区社協からのお知らせ、ボランティア情報、移動情報センターの紹介、
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（３）学校における福祉教育の推進

　　　　　車椅子ユーザー、聴覚や視覚に障がいのある方、義足の陸上競技選手

　教員の情報交換の場を設け、今後実施する福祉学習について理解を深めるために開催した。

〈福祉教育ニュース発行〉

平成29年度区内地域ケアプラザ等における福祉教育の実施状況

〈先生のための福祉講座〉

18区社協・市社協・市教育委員会主催による、教員向けの福祉講座へ参画した。

　　　　②「事例紹介・福祉教育をより効果的に進めていくために」

（４）福祉意識の啓発

　実施日：12月16日（土）

　場　所：岩間市民プラザ 参加者：１７７名

福祉教育担当者連絡会

　実施日：7月31日（月）

　　　　　肢体不自由の方の講話や発達障がいの理解に関する啓発研修等を

3月発行　　450部　　区内小中学校等へ配布

実施日：8月18日（金）

内　容：①「福祉とは、福祉教育とは」

対　象：市内小・中・高等学校、特別支援学校の教員

　　　　　義足の陸上競技選手、知的障害理解啓発グループ ant mama

福祉教育推進事業

支援数　：13校（小学校11、中学校１、高等学校１）

　　　　　実施した。

実施回数：小学校　　21日　41コマ　延べ参加者数　3,860名

　　　　　高等学校　  1日      1コマ　延べ参加者数　   320名

　学校等における福祉教育への取組について、情報提供・講師調整などの支援を実施した。

内　容　：高齢者疑似体験、車いす体験、点訳・誘導体験、盲導犬ユーザー

　　　　　中学校　　  1日 　  1コマ　延べ参加者数　     33名

実施校教員、協力団体・ボランティア等のコメント

平成29年度学校等における福祉教育の実施状況

　対　象：小・中・高等学校等教員

　内　容：視覚障がいのある方・聴覚障がいのある方・肢体不自由の

　　　　　ある方の講話、車椅子体験、高齢者疑似体験、点字体験、

　参加者：26名（講師含む）

　　　　　盲導犬ユーザーの方、保土ケ谷区聴覚障害者協会、

　　　　　知的障害理解啓発

　講　師：テンダーよかボラ、グループ麦、点訳サークル虹、

　　　　　②保土ケ谷ほっとなまちづくり活動発表

　　　　　　＜保土ケ谷地区・保土ケ谷中央地区＞

　　　　　　コメンテーター：静岡福祉大学 社会福祉学部 健康福祉学科 教授  西尾敦史氏

　内　容：①社会福祉功績者表彰　自立支援活動功労 ２名・４団体　金品寄贈功労 １名

参　加：52名

　地域福祉活動に尽力された方々に対する表彰を行った。（共催：保土ケ谷区役所）

第３５回保土ケ谷区社会福祉大会  ～ほっとなまちづくりフォーラム～

義足体験の様子
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（５）企業等の福祉貢献活動の支援

実施日：12月22日（金）

災害備蓄物品の配分

　善意銀行に横浜市民マラソン中止に伴う菓子の寄託を受け、地区社協、自治会を通じて

　地域活動団体、児童福祉関係施設、地域福祉施設へ配分した。

　善意銀行にカロリーメイト2,640個の寄託を受け、青少年支援活動団体、児童福祉施設、

　生活困窮者に配分した。

　　　受領日：2月19日（月）

　　　寄付者：横浜マラソン組織委員会

　　　受領日：11月20日（火）

　　　寄付者：横浜市立市民病院（保土ケ谷区岡沢町56）

横浜市民マラソン配布菓子の配分

配分先：児童福祉施設7か所、障害者地域作業所等17か所

　　　　当事者・ボランティアグループ2団体

寄付者：株式会社日本動熱機製作所（保土ケ谷区上菅田町1332）

クリスマスケーキの配分

　善意銀行にケーキ100個の寄託を受け、作業所等へ配分した。
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3.支援を必要とする人への自立・生活支援

（１）障がい者の自立支援

　当事者部会、桜丘高校、区社協が共催で実施。平成29年度は45名の桜丘高校の生徒が

　8か所の事業所に分かれ、夏休みの活動体験と桜丘高校文化祭での作品販売を行った。

　保土ケ谷区障害者地域作業所連絡会（区作連）の全体会などに参加し、情報提供など

　を行った。また、防災部会が実施する障がい者の理解講座を地域に周知するための

　連携を行った。

　保土ケ谷区内の精神保健関係者が集まって、精神障がい者についての勉強会や

　普及啓発についての検討を行った。また、平成３０年度に自立支援協議会の

　部会に位置づけるため、会の在り方の検討等も行った。（計１２回）

保土ケ谷区精神保健ネットワーク

チアアップほどがやの実施

保土ケ谷区障害者地域作業所連絡会への参加

保土ケ谷区地域自立支援協議会

   障害者総合支援法に位置付けられ、地域の関係機関と連携し、情報を共有しネット

   ワークを構築することを目的としている会議に、事務局のメンバーとして参画した。

   自立支援協議会は6つの部会で構成されており、区社協は防災部会、情報部会、当事者

   部会及び、こども部会に参画した。

   地域活動ホーム、地域活動支援センター、地域作業所、地域療育センター、はまっ子

【全体会】

  　日　時：5月18日（木）15：０0～16：３0　　場　所：水道会館

　  各部会報告、協議会の運営および各部会事業内容の検討を行った。

各種施設運営協議会等への参加

　  内　容：①協議会の目的、位置づけ　②代表選出　③各部会報告および計画　ほか

【事務局会議】

   ふれあいスクール、区内地域ケアプラザの運営協議会等に出席し、連携強化に努めた。
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（２）外出支援・送迎サービス事業

　1.事業実施状況

　　　送迎車輌：3台

　　　利用登録者：344名　　　利用件数：1,422件

　　　ボランティア登録者数：運転ボランティア15名　

　　　　　（内訳）

　2.ボランティア交流会

　　①実施月：６月１５日（木）

　　②実施月：１０月２３日（月）

          　　　　ボランティアとの意見交換を行った。

　　　場   所：区福祉保健活動拠点    参加者：17名

          　　　　注意点を確認した。個人情報取扱特記事項に基づき研修を実施。

　　③実施日：１２月１５日（金）泉区・瀬谷区・旭区・戸塚区・栄区合同研修

          場   所：区福祉保健活動拠点    参加者：9名

          内　容：昼食をとりながら情報共有と交流を実施。

　　運転ボランティアを対象に交流会を実施した。

850

   公共交通機関での外出が困難な高齢者や障がい児者を対象に、送迎専用車輌で

目　　的 市外出支援サービス 合計

0 6行政手続き

187

区送迎サービス

福祉サービス 0 101 101

0 187

6

その他

合　　計

医療機関 844 284 1,128

　　　（車椅子用リフト付1台、後部座席回転シート付2台）

   ボランティアの運転による送迎サービスを実施した。

送迎サービス事業（市外出支援サービス事業・区送迎サービス事業）の実施

1,422572

　　　内　容：移動サービスの運転に必要な知識と心構えを確認し、情報交換を行った。

          内　容：ＤＶＤ「いつでも安全運転を！」鑑賞、他区の事故報告をもとに

          場   所：区福祉保健活動拠点    参加者：7名
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（３）権利擁護事業

    １.相談件数：48件

      （内訳） 件数

　　 3 　

16

3

3

20

3

48

   　  29年度新規契約者数：15名　　契約終了者数：9名 　

　 ２.契約件数：67件

件数

51

16

67

　権利擁護事業について地域および関係機関からの要請により、出張説明を行った。

  7月27日（木）

  9月29日（金）

11月15日（水）

  2月22日（木）

精神障がい者

星川地域ケアプラザ

合同ケアマネジャー 星川地域ケアプラザ

高齢・その他(認知症以外)

その他

身体障がい者

岩間市民プラザ

新任ケアマネジャー

実施場所

対象者種別

知的障がい者

　区内の高齢者・障がい者を対象に、権利擁護に関わる相談を受け付けるとともに、

　福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理サービス、財産関係書類等預かり

高齢・認知症

にぎわい座区民生委員児童委員

　　西区、南区、保土ケ谷区の市民後見人バンク登録者を対象に、市民後見人の支援を

　　目的として事例検討および研修を実施した。

　１.サポートネット分科会

成年後見サポートネット

シニア大学受講生

出張説明

対　象実施日

サービス内容

地域包括支援センター連絡会（社会福祉士分科会）

福祉サービス利用援助、定期訪問・金銭管理サービス

　行った。

　関する情報交換および事例検討、サポートネット等各種研修会開催のための打ち合わせを

財産関係書類等預かりサービス

合計

合計

　毎月開催の地域包括支援センター連絡会（社会福祉士分科会）に参加し、権利擁護事業に

　サービスを契約に基づいて提供した。
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場　所：西区福祉保健活動拠点

場　所：保土ケ谷区福祉保健活動拠点

場　所：南区役所

　　　　　　　区高齢・障害支援課高齢者支援担当職員、区生活支援課職員

場　所：区役所

場　所：区役所

場　所：区役所

　　　実施日： ７月14日（金） 場　所：区役所

（４）障がい児余暇支援事業

　　　参加者：地域包括支援センター職員、区高齢・障害支援課高齢者支援担当職員

　３.成年後見制度勉強会

　ほっとフレンズ2017夏祭り

　　実施日：  7月30日（日）10：00～15：00

　　実施日：  3月25日（日）10：00～15：00

　　場　所：保土ケ谷スポーツセンター 　参加者：障がい児16名、ボランティア17名

　　場　所：星川地域ケアプラザ　　       参加者：障がい児15名、ボランティア22名

　区内地域ケアプラザとも相互に協力し実施した。

障がい児余暇支援事業「ほっとフレンズ」

　ほっとフレンズ2018運動会

　　各相談機関のネットワークづくりおよび専門職のスキルアップを目的とした成年後見

　　　第2回：10月17日（火）

　　　第3回：  1月16日（火）

　２.サポートネット全体会

　　　第1回：  7月26日（水）

　　　第2回：11月22日（水）

　　　参加者：市民後見人バンク登録者、専門職講師２名、地域包括支援センター職員

　　　　　　　区高齢・障害支援課高齢者支援担当職員、基幹相談支援センター２名

　　　第3回：  2月27日（火）

　　サポートネット全体会へ参加し、権利擁護が必要な困難事例や課題の検討を行った。

　　　第1回：  6月13日（火）

　　　参加者：市民後見人バンク登録者、専門職講師２名、地域包括支援センター職員
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（５）移動情報センター事業

相談窓口での相談調整

      相談件数：179件

      （内訳） 件数

　　 23

59

62

12

23

179
　

　 ボランティアの発掘と育成

　

　ガイドヘルパーに対する啓発活動を事業者参加型で実施した。

　打ち合せ：  6月21日（水）

　実施日　：  8月30日（水）　参加者：１１事業所

　場　所：区福祉保健活動拠点

　内　容：ガイドヘルパー啓発　現場ヘルパーによる活動報告

　

　年4回開催

　 ５月２２日（月）・８月２２日（火）・１１月１日（水）・３月２０日（火）

ガイドボランティアと利用者の交流会

　ガイドボランティアと利用者の交流を図るイベントを実施。

　講師は、福祉活動拠点利用団体であるNPO法人ベイビーボディ

　バランスに依頼。

　また、ガイドボランティアを希望する方にも参加していただき、

　マッチングも同時に行った。

　　平成30年3月21日（水・祝）

　　参加者１８名　（１８歳以下利用者５名　その保護者５名　その兄弟２名

　　推進委員とその子２名　ガイドボランティア４名）

　移動情報センターの各業務の推進について、関係機関の方から意見をいただく

　推進会議を定期的に開催した。今年度から上菅田特別支援学校ＰＴＡも委員として参加。

　ガイドボランティア募集のチラシを作成し、区内班回覧を行った。また、区民会議や地域

合計

　仏向地域ケアプラザと共催で、ガイドボランティア養成講座を３回コースで実施した。

その他（高齢者含む）

事業者連絡会の開催

　の会議などでガイドボランティアの必要性を説明し、人材の発掘を依頼した。

推進会議の開催

精神障がい

複数障がい

対象者種別

　障がいのある方のための外出相談窓口として、相談の受付、ヘルパー事業所等の情報
　収集、ボランティアの育成を行った。

　障がいのある方本人や家族からの相談を受け、外出の目的や行き先などニーズに
　あわせた相談や情報提供を行った。

知的障がい

身体障がい
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（６）当事者団体等の支援

　「障害者週間」に障がい理解促進のためのキャンペーン活動を実施した。

　　実施日：12月4日（月）

　　参加者：保土ケ谷区心身障害者・児団体協議会　19名

　　　　　　ボランティア団体・帷子小学校（3年生・教師） 88名・区役所 ７名

　日帰り研修 　

　　実施日：9月29日（金）

　　場　所：はちみつ工房・太海フラワーセンター・濃溝の滝　　

　　参加者：42名

　　理事会（年2回）総会の開催等への協力

（７）児童福祉の推進

　　　　　講師　株式会社地域環境計画　代表取締役　田中孝司氏

②実施日：２月16日（金）  　場　所：保土ケ谷公会堂 

障がい者週間キャンペーン

　　場　所：JR保土ケ谷駅、区役所前、イオン天王町店

①実施日：６月  9日（金） 　 場　所：保土ケ谷区役所

　区心身障害者･児団体協議会の次の活動および運営への支援･協力を行った。

　内　容：「多世代交流を考える　～おんぶ紐の活用～」

　（区役所、保育園、保土ケ谷区地域子育て支援拠点こっころとの共同事務局）

　内　容：子育てアンケートから見えてきたこと

　　内　容：チラシ・ティッシュの配布

保土ケ谷区心身障害者・児団体協議会への援助

保土ケ谷区地域子育て支援連絡会　

　地域で安心して子育てができる環境づくりを推進するため、関係団体との連携を図った。

　全体会を２回開催した。また、エリア別連絡会などで地域の情報について共有した。

　　　　　講師　天王町保育園　北見先生
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（８）生活福祉資金貸付事業

貸付件数：13件           貸付総額：4,070,000円

件数

1

12

13

相談件数：161件　　  貸付件数：1件

相談件数：  18件　　  貸付件数：なし

相談件数：    5件　　  貸付件数：なし

相談件数：  20件　　 貸付件数：なし

　新任民生委員を対象に、生活福祉資金貸付制度についての説明や民生委員への協力依頼

　および情報交換を目的として実施した。

　　民生委員数：5人

生活福祉資金貸付事業民生委員研修

　　実施日：担当ケースごとに実施

　　場　所：区福祉保健活動拠点

　低所得者や障がい者世帯、離職者などに対し、民生委員の支援のもとに、自立に必要な

福祉資金

合計 4,070,000

福祉資金 200,000

　資金の貸付、償還指導を行った。

相談件数：2,324件

（内訳）

緊急小口資金

　低所得者世帯に対し、緊急かつ一時的に生計の維持が困難になった際に貸付する資金に

資金の種類 貸付金額(円)

教育支援資金 3,870,000

　不動産があっても現金収入が少ない高齢者世帯に対し、その所有物件を担保に貸付する

　資金についての相談を行った。

不動産担保型生活資金・要保護世帯向け不動産担保型生活資金

総合支援資金

　失業等により日常生活に困難を抱え、生活の立て直しのために継続的な相談支援と生活費

　および一時的資金を必要とする世帯に対し相談を行った。

　離職などによって住居を喪失し、生活維持が困難である離職者に対して、公的給付までの

臨時特例つなぎ資金

　期間の生活費の貸付について相談を行った。

　ついての相談を行った。
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（９）困窮世帯等への支援

食糧支援

   １.NPO法人セカンドハーベスト・ジャパンと連携し、経済的困窮から食事を摂ること

　   ができない方の生活の安定を図り、自立を図ることを目的に食糧パッケージの送付

　   を実施した。

　      支援数：84世帯　　送付回数：137回

   ２.区内企業との連携

　   日本ウィンナー(株)・(株)ジャンボリアと提携して食品ロスの寄贈を受け、困窮世帯へ

　   の支援のほか、高齢者への配食等の活動で使用する食材として提供した。

　   また、区役所や特別養護老人ホームの防災備蓄物品のうち消費期限が近い物の提供を

　   受けて、食糧支援に活用した。

　3.フードドライブ

　　フードドライブの取組について啓発を進め、地域での企画・実施を支援した。

　　仏向地区社協と共催でフードドライブを2回実施し、保土ケ谷サンタプロジェクトで

　   １回実施した。集まった食材は区社協の食糧支援で活用した。

（10）その他

援護費利用人数：７名 援護支出金額　3,290円

内訳

区分 件数 区社協分単価

全焼 1 15,000

半焼 1 8,000

冠水 2 5,000

冠水 1 3,000

合計 5

10,000 複数世帯

　区内で発生した小災害（主に火災）の被災者に対して見舞金を交付した。

15,000

見舞金額 備考

8,000

行旅人など援護事業 

小災害見舞金の交付　　

　見舞件数:５件、合計36,000円

　中学校卒業１名・高校卒業３名に交付した。

　区福祉保健センターを通し、行旅人などへ交通費等の援護を行った。

交通遺児援護金の贈呈　

3,000 単身世帯

36,000
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４.区社会福祉協議会の組織・体制強化

（敬称略）

（１）理事会・評議員会・監事監査の開催

5月26日（金） １.原案どおり承認された

11名 　について

２.監事監査報告について

３.評議員選任・解任委員会委員の選任 ３.次のとおり選任、承認された

　および委員会の招集について 　遠藤春香（区総務課庶務係長）

４.評議員候補者の推薦について

５.評議員会の招集について ５.原案どおり承認された

６.個人情報の保護に関する規程の改正 ６.原案どおり承認された

　について

７.保有個人データの開示等の請求に関 ７.原案どおり承認された

　する規程の制定について

１.会長・副会長の選任について

１.補正予算（案）について

２.会員の入会について

３.福祉基金設置規程の改正について

４.評議員会の招集について

１.平成30年度事業計画および予算案

　について

２.平成29年度一般会計収入支出予算の

　補正について

３.経理規程の一部改正について

４.評議員会の招集について

評議員会

１.原案どおり承認された

21名 　について

２.原案どおり承認された

３.理事及び監事の選任について ３.次のとおり選任された

４.原案どおり承認された

6月12日（月）

12名

9月25日（月） １.原案どおり承認された

10名

3月20日（火）

12名

主な議題 結　果
出席者数

６月12日（月）１.平成28年度事業報告および決算報告

２.監事監査報告について

理事会

実施日
主な議題 結　果

出席者数

実施日

　会長　　山﨑滋（地区社協分科会）

　副会長　青木和雄（学識経験者部会）

１.平成28年度事業報告および決算報告

１.原案どおり承認された

４.原案どおり承認された

３.原案どおり承認された

２.原案どおり承認された

３.原案どおり承認された

４.原案どおり承認された

１.次のとおり選任された

　副会長　江渕武雄（民生委員児童委員分科会）

２.原案どおり承認された

２.原案どおり承認された
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理事

　江渕武雄（民生委員児童委員分科会）

　山﨑滋（地区社協分科会）

　南出俊男（地区社協分科会）

　畑尻明（自治会・町内会分科会）

　穴原豊（ボランティア・市民活動分科会）

　大久保節子（地域団体分科会）

　関塚龍補（当事者団体部会）

　米津剛（福祉施設分科会）

　浅井俊弥（地域施設分科会）

　出口洋一（地域施設分科会・行政）

　青木和雄（学識経験者部会）

　安藤悠子（民生委員児童委員分科会）

　土師幸子（福祉施設分科会）

　吉富秀一（地域施設分科会・行政）

４.役員・各種委員会委員等の費用弁償に

　関する規程の改正について

１.補正予算（案）について １.原案どおり承認された

3月29日（木） １.平成30年度事業計画および予算案

19名 　について

２.平成29年度一般会計収入支出予算

　の補正について

３.経理規程の一部改正について

監事監査

5月24日（水）

３.原案どおり承認された

主な議題 結　果
出席者数

3名 ２.経理状況及び財産状況について ２.適正であると認められた

監事

４.原案どおり承認された

10月3日（火）

19名

１.原案どおり承認された

２.原案どおり承認された

実施日

１.事業執行状況について １.適正であると認められた
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（２）各種部会・分科会の開催

地区社協分科会（再掲：Ｐ１）

32名

　について

４.区社協社会福祉功績者表彰候補者の

　推薦について

５.平成29年度「地区社会福祉協議会

　検討会メンバー選出について

6.地域における見守りについて

　（取組事例報告）

1.ほっとなまちづくりフォーラム

34名 　～第３5回保土ケ谷区社会福祉大会～

　について

11月30日(木)

32名

２.平成29年度「地区社会福祉協議会

　検討会」11/20報告について

　（情報共有）

５.情報交換を実施した

　された

6.資料に基づき事務局より説明した

7.ボランティアニードのマッチング

　ゲームをプレ実施した

8.情報交換を実施した

　検討会メンバー選出について

　（情報共有）

8.各地区の取組状況について

　改正について ２.資料に基づき事務局より説明した

４.資料に基づき事務局より説明した

３.資料に基づき事務局より説明した

４.資料に基づき事務局より説明した

１.資料に基づき事務局より説明した

５.資料に基づき事務局より説明した

３.あったかほどがや助成金の次年度改正に

３.資料に基づき事務局より説明した

３.資料に基づき事務局より説明した

１.あったかほどがや助成金の30年度

４.資料に基づき事務局より説明した

４.世帯賛助会費について

５.仏向地区社協 内田優子氏が選出

５.平成29年度「地区社会福祉協議会

6.社会福祉法人・施設の地域における

３.ほっとなまちづくりについて

5月19日（金） １.平成29年度保土ケ谷区社協事業計画 １.資料に基づき事務局より説明した

　について ２.資料に基づき事務局より説明した

実施日
主な議題 結　果

出席者数

9月29日（金） １.資料に基づき事務局より説明した

２.ほっとなまちづくりについて

２.資料に基づき事務局より説明した

２.平成29年度地区社協助成金の申請

　関する説明会について

６.取組事例を共有した

　公益的な取組等の実施に関する調査

　について

7.ボランティア入門講座「はじめの一歩」

　（プレ体験）

３.「地区社協のてびき」改訂版について

４.地区社協役員研修「地域で見守り

　シンポジウム」について

5.各地区の取組状況について
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3月23日（金）

36名

2.平成30年度地区社協への助成金に

　ついて

3.地区社協状況書の段階的な改訂について

4.平成29年度「地区社会福祉協議会

　検討会」2/21報告

5.ほっとなまちづくりについて

（３）各種委員会の開催

ボランティアセンター運営委員会

3月20日（火）

11名

　

評議員選任・解任委員会

5月26日（金）

4名

社協ほどがや編集委員会

３.今後のスケジュールについて

１.資料に基づき事務局より説明した

２.資料に基づき事務局より説明した

５.資料に基づき事務局より説明した

１.横浜型地域包括ケアシステムの構築

　に向けた保土ケ谷区行動指針について

6.学校における福祉教育について

　体験をプレ実施した

３.資料に基づき事務局より説明した

４.資料に基づき事務局より説明した

実施日
出席者数

主な議題 結　果

１.平成30年度事業計画について １.資料に基づき事務局より説明した

　（取組事例紹介・高齢者疑似体験）

１.評議員の選任について １.第8種会員から選出された候補者

7名

主な議題 結　果
出席者数

合意した

5名 　 発行日程、部数等について

２.資料に基づき事務局より説明した

４.相談・コーディネート状況について ４.資料に基づき事務局より説明した

実施日
出席者数

６.取組事例を共有し、高齢者疑似

３.善意銀行預託金の配分について ３.案のとおり承認された

主な議題 結　果

２.善意銀行預託状況について

　内容を検討して合意した

２.第42号特集記事テーマ、各記事の内容、 ２.資料に基づき事務局より説明し、

　2名を評議員に選任した

記事内容、レイアウト等を検討し

　レイアウトについて 　内容を検討して合意した

8月21日（月） 第42号発行について 内容等の最終確認と発行までの

6月29日（木） １.平成29年度「社協ほどがや」 １.資料に基づき事務局より説明し、

３.資料に基づき事務局より説明した

8月7日（月） 第42号記事内容について

8名 日程確認を行った

実施日
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（４）善意銀行の運営

善意銀行預託金配分事業

   ※寄託・配分内容 別掲（P26：別表2）

  １.寄付金　1,321,616円（21件）　寄託品　10件

  ２.配分金　700,000円

   保土ケ谷区ふれあい助成金で活用した。

（５）財政基盤の強化

　実績額13,043,575円　※詳細別掲（P25：別表1）

（６）窓口相談対応、ニーズの事業化

　ご意見箱を設置し、寄せられた意見、要望、提案、苦情等に対して回答・対応できる体制を

　整えた。

ご意見箱の設置場所：区福祉保健活動拠点通路壁面

提案用紙の設置場所：区福祉保健活動拠点内各室（全8か所）

ご意見箱受付件数：0件

（７）苦情解決制度・情報公開制度

苦情解決　

【内訳】

申立 対応

1 1 （内容）８月７日（木）

合計 1 1

対象事業
内容及び対応

件数

福祉保健活動

地域支援業務 区社協の法人名が書いてある車が路上駐車してい
る。そのようなことをしてよいのか？また、法人名
をマグネットで貼っているが、はがせばどこの車か
分からなくなるようにしているのではないか？卑怯
なやり方だ。というご意見を電話でいただいた。

（対応）

連絡をいただいたことに謝意を伝え、ご意見いただ
いたことを職員と共有するとともに、以後、路上駐
車をしないよう注意喚起を行い、駐車スペースの無
い場所に自動車で出かける際は、代替えの交通機関
を利用するか、他の職員に送り迎えしてもらうよう
に対応する。

   寄付金品の預託を受け、ボランティアセンター運営委員会の決定に基づいて配分した。

世帯賛助会費

　地域の福祉活動を支援するために地域の方々、自治会町内会の協力により賛助会費を確保した。

ニーズの事業化
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（８）福祉保健活動拠点の運営

（内訳） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

103 71 90 80 46 77 82

219 176 255 234 217 256 237

11月 12月 1月 2月 3月 合計 総計

92 72 61 77 88 939

241 191 196 196 222 2,640

（９）福祉関係5団体の事務局運営、事務局体制の整備

福祉関係5団体の事務局運営

　福祉関係団体の事務局を運営し、連携の強化による地域福祉の推進に努めた。

・神奈川県共同募金会保土ケ谷区支会

・保土ケ谷区遺族会

・保土ケ谷区更生保護女性会

研修の実施・参加、交流

　職員を様々な外部研修等に派遣し、また内部で伝達研修を行い、資質の向上に努めた。

３，５７９件

3,579

福祉保健活動拠点の運営

　ボランティアグループ、障がい者団体等に対して、拠点施設の貸し出しを行うとともに、

　備品等について常時点検・整備を行った。

登録団体： 1５３団体（平成３０年3月末）

利用件数：

・保土ケ谷保護司会

団体交流室

多目的研修室他

・日本赤十字社神奈川県支部横浜市地区本部保土ケ谷区地区委員会

区分

団体交流室

多目的研修室他
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実績総額

①世帯数 ②算定世帯数

(H2９.10.1現在) （①×90％)

1 保土ケ谷 3,568 3,209 641,494 385,000

2 保土ケ谷南部 2,653 2,386 291,701 176,000

3 保土ケ谷中 2,297 2,066 388,664 234,000

4 保土ケ谷東部 8,505 7,649 1,491,495 895,000

5 保土ケ谷西部 4,016 3,610 639,786 384,000

6 新桜ケ丘 2,541 2,286 453,022 272,000

7 権太坂境木 3,442 3,094 718,150 431,000

8 岩井町原 1,883 1,694 249,035 150,000

9 岩間 8,530 7,672 950,050 571,000

10 中央 7,938 7,139 1,190,334 715,000

11 中央東部 4,407 3,963 794,455 477,000

12 和田・釜台 3,125 2,812 456,150 274,000

13 上星川 2,725 2,452 457,237 275,000

14 常盤台 3,042 2,736 521,425 313,000

15 川島東部 3,230 2,907 489,077 294,000

16 仏向 5,388 4,846 934,980 561,000

17 川島原 2,781 2,497 356,110 214,000

18 西谷 3,170 2,852 414,870 249,000

19 上新 1,834 1,650 422,222 254,000

20 笹山 1,450 1,305 128,813 78,000

21 千丸台 1,200 1,080 254,980 153,000

22 上菅田 3,753 3,374 799,525 480,000

81,478 73,279 13,043,575 7,835,000

【配分区分】 第1回還元時 合計
実績額 ¥13,036,985 ＋ ＝ ¥13,043,575
(１)地区社協還元金 ¥7,832,000 ＋ ＝ ¥7,835,000
(２)区社協活動費 ¥4,553,985 ＋ ＝ ¥4,556,575
(３)福祉基金　　 ¥651,000 ＋ ＝ ¥652,000¥1,000

※１　実績総額と収支決算書における賛助会費収入額とが相違しているのは、当該実績総額がH29/4月に
　　　納入いただいた額を含まず、H30/4月に納入いただいた額を含むことによります。

※２　配分区分の各額は次によります。
　　　（１）地区社協還元金・・・各地区実績額に0.6を乗じ、千円未満を切り上げた額の合計額
　　　（２）区社協活動費・・・実績総額より（１）及び（３）の額を控除した額
　　　（３）福祉基金・・・実績総額に0.05を乗じ、千円未満を切り捨てた額

平成29年度　世帯賛助会費実績・交付額一覧表（別表1）

¥13,043,575
（単位：円）

№ 地区社協名
③目安額

④実績額 ⑤還元額
(@250×②)

802,250

596,500

516,500

1,912,250

902,500

571,500

713,000

773,500

423,500

1,918,000

1,784,750

990,750

703,000

412,500

326,250

270,000

843,500

613,000

684,000

726,750

1,211,500

624,250

第2回還元時
¥6,590
¥3,000
¥2,590

合　　　計 18,319,750
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寄託金総額   1,321,616円（計21件）　        寄託品（計10件）

※すべて敬称略

１．社会福祉のために（計17件） ¥769,833 寄託品（計10件）

№ 金額 № 預託者（敬省略） 内容

1 ¥18,000 台車

2 ¥11,400 1台

3 ¥16,752 阿久津貞子 自走式車いす

4 ¥36,000 1台

5 ¥9,596 坂井郁子 日用品

6 ¥2,000

7 ¥10,000 横浜市立市民病院 カロリーメイト

8 ¥299,323 2640個

9 ¥5,000 田村真佐子 ランドセル2個

10 ¥30,000 ノート17冊

11 ¥239,452 株式会社 クリスマスケーキ

12 ¥20,210 日本動熱機製作所 100個

13 ¥21,583 横浜マラソン お菓子

14 ¥10,000 組織委員会

15 ¥30,000 匿名 子ども服

16 ¥10,000

17 ¥500 匿名 文具

２．高齢者福祉のために（計1件） ¥7,000 中村ふさ子 官製はがき

№ 金額 62円分50枚

1 ¥7,000

３．障がい福祉のために（計３件） ¥544,783

No. 金額

1 ¥24,663

2 ¥20,120

3 ¥500,000細野はな子

預託者（敬省略）

預託者（敬称略）

保土ケ谷福祉健康マージャン推進クラブ　カモメ会

サプリの会

神奈川土建横浜西支部保土ケ谷分会

匿名

（公社）神奈川県LPガス協会横浜旭保土ケ谷支部

ほどがやパソボラ

※銀行利息17円含む

６

善意銀行寄託金品内訳（別表2）

預託者（敬省略）

保土ケ谷福祉健康マージャン推進クラブ（４回）

健康クラブ８０（２回）

峰沢町岡沢町チャリティフリーマーケット実行委員会

中央労働金庫　星川支店

保土ケ谷福祉健康
マージャン推進
クラブ

１

２

匿名

匿名(４回）

福田邦子

KAI横浜後援会

（一社）保土ケ谷青色申告会

保土ケ谷区フリーマーケット実行委員会

サークルかけはし

保土ケ谷区女性団体連絡協議会
８

１
０

９

5月の風にのせてコンサート

匿名

３

４

５

７
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事業助成配分団体 166団体
助成総額 11,152,000円

助成区分Ａ　市民参加による地域福祉推進事業①

団  体  名 事　業　名 助成金額

A-① 1 千丸台地区社会福祉協議会　食事サポート 配食 100,000

A-① 2 福祉ふれあいサロン サロン 100,000

A-① 3 特定非営利活動法人　よこはまチャイルドライン 相談事業 250,000

A-① 4 子育てサロン「おもちゃばこ」 サロン 99,000

A-① 5 千丸台地区社協　外出支援 送迎 200,000

A-① 6 特定非営利活動法人　新桜ヶ丘パートナーさくら草 配食 200,000

A-① 7 保土ケ谷区子育て支援団体「チャット」 子育てサロン 250,000

小計 1,199,000

助成区分Ａ　市民参加による地域福祉推進事業②

A-② 1 あじさいの会 デイサービス 200,000

A-② 2 ルネクラブ 配食・会食 200,000

A-② 3 わんぱく隊 サロン 98,000

A-② 4 ときわ虹の会 サロン 200,000

小計 698,000

助成区分Ａ　市民参加による地域福祉推進事業③

A-③ 1 カラオケ愛好会 サロン 50,000

A-③ 2 明寿会 サロン 100,000

A-③ 3 サークル「星の子」 サロン 88,000

A-③ 4 カラオケサークル　サロンパンジー サロン 50,000

A-③ 5 親子のフリースペース　マムマム サロン 100,000

A-③ 6 上星川配食会 配食 100,000

A-③ 7 アミアミクラブ保土ヶ谷 サロン 50,000

A-③ 8 シニアサロン　やまびこ サロン 50,000

A-③ 9 ふれあいサロン サロン 60,000

A-③ 10 保土ケ谷中地区配食グループあじさい 配食 90,000

A-③ 11 おしゃべりサロン（みんなで歌おう会） サロン 80,000

A-③ 12 峰１お助けマン 家事・生活支援 100,000

A-③ 13 常盤台地区高齢者交流会食会 配食・会食 99,000

A-③ 14 たすけあいグループ「ひだまり」 サロン 100,000

A-③ 15 地域サロン幸せ倶楽部笑顔 サロン 100,000

A-③ 16 ほどがや保育ボランティアかるがもキッズ サロン 100,000

A-③ 17 ピッコロ 子育てサロン 95,000

A-③ 18 法泉アクティブサポート 配食・会食 100,000

あったかほどがや助成金助成団体および助成額内訳（別表3）
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A-③ 19 男助っ人隊 家事援助 100,000

A-③ 20 特定非営利活動法人　ピアわらべ サロン 100,000

A-③ 21 にこにこクラブ サロン 100,000

小計 1,812,000

助成区分Ａ　市民参加による地域福祉推進事業④

A-④ 1 子育てサロンポテト サロン 50,000

A-④ 2 ヒルズほっこり茶房 サロン 50,000

A-④ 3 ひまわりの会 デイサービス 50,000

A-④ 4 さくらの会 サロン 50,000

A-④ 5 新井町お茶葉会 配食 50,000

A-④ 6 サロンふらっと109 サロン 50,000

A-④ 7 法泉子育てサロン サロン 50,000

A-④ 8 マミーズ サロン 30,000

A-④ 9 ふれあいの会 サロン 50,000

A-④ 10 仏向YI配食 配食 50,000

A-④ 11 仏向おしゃべりサロン サロン 50,000

A-④ 12 先輩ママによる赤ちゃん教室ふふ フリースペース 15,000

A-④ 13 ふれあいルーム「にこちゃん広場」 サロン 50,000

A-④ 14 木曜会 サロン 50,000

A-④ 15 子育てサロン「スマイル」 サロン 50,000

A-④ 16 ほのぼの会 会食 50,000

A-④ 17 よろこびの会 デイサービス 50,000

A-④ 18 保土ケ谷中地区社協　葵の会 デイサービス 50,000

A-④ 19 ボランティアグループ茜会 会食 50,000

A-④ 20 歌声広場ハーモーニーささやま サロン 50,000

A-④ 21 笑話会 デイサービス 50,000

A-④ 22 仏向楽らくクラブ サロン 50,000

A-④ 23 ほのぼのクラブ サロン 50,000

A-④ 24 子育てサロン　シュークリーム サロン 50,000

A-④ 25 キッチン友の会 配食 50,000

A-④ 26 上菅田ふれあいランチ 配食 50,000

A-④ 27 子育てサロン　たんぽぽ サロン 50,000

A-④ 28 富士見台小子育てサロン サロン 50,000

A-④ 29 コープふれあいの会 サロン 50,000

A-④ 30 こりす サロン 50,000

A-④ 31 ゆうゆうサロン サロン 50,000

A-④ 32 ボランティア団体　星の輪 サロン 50,000

A-④ 33 峰岡町2丁目カトレア会 会食 50,000

A-④ 34 サロン花見台 サロン 50,000

A-④ 35 今井きずな福祉の会 サロン 50,000

A-④ 36 ふれあい型食事サービスボランティアの会 会食 50,000

A-④ 37 和田地区ミニデイサービスの会 デイサービス 50,000
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A-④ 38 中央地区配食ボランティア 配食 50,000

A-④ 39 デイ・ケアーすみれ デイサービス 50,000

A-④ 40 すみれ会 配食 50,000

A-④ 41 よつ葉会 サロン 50,000

A-④ 42 あんぱんまん 子育てサロン 50,000

A-④ 43 あったか食堂運営委員会 地域食堂 50,000

A-④ 44 子育てサロン　さくらんぼ 子育てサロン 50,000

A-④ 45 子育てサロン　ほのぼの 子育てサロン 50,000

小計 2,195,000

助成区分Ａ　市民参加による地域福祉推進事業⑤

1 1 保土ケ谷区点訳サークル「虹」 視覚障害者支援 点訳･誘導 50,000

2 2 保土ケ谷区録音グループ「はし」 視覚障害者支援 音声訳 50,000

小計 100,000

助成区分Ａ　市民参加による地域福祉推進事業⑦

A-⑦ 1 星川三丁目サロン　はなみずき 集いの場 50,000

A-⑦ 2 活き活きシニアの会 集いの場 30,000

A-⑦ 3 みんなの食堂 集いの場 50,000

A-⑦ 4 こどもの居場所「こどもの遊び場」 集いの場 50,000

A-⑦ 5 子育てサロン「おひさま」 サロン 50,000

小計 230,000

助成区分B　障がい当事者活動①

1 1 ブルーバンド 趣味・スポーツ 120,000

小計 120,000

助成区分B　障がい当事者活動②

1 1 保土ケ谷区聴覚障害者協会 研修事業 50,000

2 2 第二はまかぜ 趣味・スポーツ 180,000

小計 230,000

助成区分B　障がい当事者活動③

1 1 さくらんぼの会 リハビリ教室 100,000

1 2 ほどがや希望の家 研修事業 100,000

小計 200,000
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助成区分B　障がい当事者活動⑤

B-⑤ 1 ゆりねの会 宿泊日帰り事業 50,000

B-⑤ 2 地域作業所　第１はなかご 宿泊日帰り事業 50,000

B-⑤ 3 わかば会 宿泊日帰り事業 50,000

B-⑤ 4 地域作業所　第２はなかご 宿泊日帰り事業 50,000

B-⑤ 5 サンハイツ狩場 宿泊日帰り事業 50,000

B-⑤ 6 特定非営利活動法人横浜市精神障がい者就労支援事業会　ワークショップメンバーズ 宿泊日帰り事業 50,000

B-⑤ 7 保土ケ谷区視覚障害者福祉協会 宿泊日帰り事業 50,000

B-⑤ 8 中央東部地区社会福祉協議会　曙会 宿泊日帰り事業 50,000

小計 400,000

助成区分C　福祉のまちづくり活動①

C-① 1 おしゃべりのたまり場 健康づくり教室 50,000

C-① 2 ほどがやえかたり～べ 施設ボランティア活動 50,000

C-① 3 元気かい 転倒予防体操 50,000

C-① 4 岩崎男性ボランティア 家事援助 50,000

C-① 5 「いきいき体操」サークル 健康づくり教室 50,000

C-① 6 ハッピーくぬぎ台 健康づくり教室 50,000

C-① 7 きらきらぼし 子育てサロン 50,000

C-① 8 健康長寿体操　むつみ 健康づくり教室 50,000

C-① 9 ひまわり 子育てサロン 50,000

C-① 10 Smile ママヨガ 子育てサロン 40,000

C-① 11 岩崎認知症キャラバンメイト 研修会 50,000

C-① 12 手話サークルもみじ会 手話サークル活動 50,000

C-① 13 ボランティアグループ　趣味の会 施設ボランティア活動 50,000

C-① 14 手話サークル　ほしの会 手話サークル活動 50,000

C-① 15 そこそこ手伝い隊 施設ボランティア活動 50,000

C-① 16 人形劇団　はまなす 青少年の健全育成支援 50,000

C-① 17 さぽーと岩崎 見守り 50,000

C-① 18 保土ケ谷中地区一二三会 茶話会・会食 50,000

C-① 19 星の丘ビューシティ健康体操 健康体操・脳トレ 50,000

C-① 20 保土ケ谷区食生活等改善推進員会（保土ケ谷区ヘルスメイト） 福祉イベント 50,000

C-① 21 新井小学校文化スポーツクラブ学校開放部会 地域交流の場 50,000

C-① 22 スポーツ愛好会 施設ボランティア活動 50,000

C-① 23 ハロースタンプ 使用済み切手の整理 46,000

C-① 24 体操グループ”ハッピー” 介護予防教室 50,000

C-① 25 ふれあい健康体操 健康づくり教室 50,000

C-① 26 きつつき仲間 木工製品作成 50,000
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C-① 27 ほどがやめぐり隊 まちづくり活動 50,000

C-① 28 ハッピー２ 健康づくり教室 50,000

C-① 29 やまゆりの会 セルフヘルプ 50,000

C-① 30 千丸台クリア65 健康づくり教室 50,000

C-① 31 ときわの森体操教室 健康づくり教室 50,000

C-① 32 ミニデイ上星川 ミニデイサービス 50,000

C-① 33 ユーアイグループ 施設ボランティア活動 50,000

C-① 34 ほどがやわくわくプレイパーク プレイパーク 50,000

C-① 35 ボランティアグループ　ひまわり 会食 47,000

C-① 36 ほどがやおもちゃ再生館 おもちゃの修理 50,000

C-① 37 おしゃべりサロン　白ゆり サロン 50,000

C-① 38 どんどこ太鼓 健康づくり教室 50,000

C-① 39 じょうしん健康ウォーキング 地域の健康づくりグループ 50,000

C-① 40 リズム♪ リトミック 50,000

C-① 41 ふじの会 施設ボランティア活動 50,000

C-① 42 西谷地域認知症キャラバンメイト連絡会 西谷地区センター 50,000

C-① 43 さくらの会 手話サークル活動 50,000

C-① 44 笹山キッズ 子育てサロン 50,000

C-① 45 ママ音楽ユニットショコラッティ 音楽ボランティア 50,000

C-① 46 ブルーポケット 地域交流、防災訓練 50,000

C-① 47 ちくちく 布のおもちゃづくり 50,000

C-① 48 おたのしみ会 会食 50,000

C-① 49 桜ケ丘東部転倒予防体操教室 健康づくり教室 50,000

C-① 50 学童保育たけのこクラブ 学童保育 50,000

C-① 51 子育て応援エプロン隊 居場所づくり 50,000

C-① 52 傾聴ボランティアグループ「あのね」 施設ボランティア活動 45,000

小計 2,578,000
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助成区分C　福祉のまちづくり活動②

C-② 1 市精連かるがも杯　将棋・囲碁大会実行委員会 その他 30,000

C-② 2 NPO法人きてん トラック 単発イベント 30,000

C-② 3 ハートの会ボランティアグループ 障がい者グループ活動支援 30,000

C-② 4 特定非営利活動法人　横浜市精神障がい者就労支援事業会　ジョブアシスト横浜 講演会 30,000

C-② 5 NPO法人　ほどがやカルガモの会 作品展・体験・交流 30,000

C-② 6 特定非営利活動法人　ステラポラリス 単発イベント 30,000

C-② 7 テンダーよかボラ
障がい者グループ活動支
援

30,000

C-② 8 ささえあいの和と輪 日帰り事業 30,000

小計 240,000

助成区分D　市民参加による要援護者支援事業①

D-① 1 上星川支え合いの会 相談窓口設置 200,000

D-① 2 オリーブの会 相談窓口設置・地域の拠点 250,000

D-① 3 地域住民交流ボランティアセンター運営委員会 相談窓口設置 100,000

D-① 4 地域ふれあい収集運営委員会 買い物・ゴミ出し等の支援 250,000

D-① 5 千丸台地区社協在宅応急支援 買い物・ゴミ出し等の支援 100,000

小計 900,000
助成区分D　市民参加による要援護者支援事業③
1 1 保土ケ谷ファミールハイツ災害時あんしんボランティア 災害時の支えあい 100,000

小計 100,000
助成区分E　新規事業立ち上げ資金
Ｅ 1 Skip サロン 50,000
Ｅ 2 特定非営利活動法人　いと サロン 50,000
Ｅ 3 ほっとなサロン サロン 50,000

小計 150,000
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